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１． はじめに 
本研究では，半加算器 3 種類，全加算

器 1種類をROHM0.18μmプロセス用の

標準ライブラリとして作成した。   
標準ライブラリとして設計するにあた

り，リングオシレータを用いて回路の入

出力パスの違いによる遅延時間特性を評

価した。 
 

２． リングオシレータの設計 
 本研究では，図 1 に示すような発振周

波数が 100MHz になるようなリングオシ

レータを設計した。入出力パスの違いに

より，半加算器，全加算器で 24 種類のレ

イアウトを設計し，HSPICE を用いてシ

ミュレーションをおこなった。 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 1 リングオシレータの構成 
 

３． 試作チップの測定 
 試作チップの測定をおこなうために，

図 2 に示すような測定用冶具を製作し

た。オシロスコープによってリングオシ

レータの出力波形を観察した結果，図 3
に示す①~④の波形に分類できた。①の

波形では，電源電圧を 1.6V~2.0V まで

変化させたときに，全加算器，半加算器

ともに遅延時間が約 25％程度大きくな

るという結果が得られた。しかし，②~
④では，レイアウトにおける配線ミスな

どによって，期待していた測定結果は得

られなかった。 
 
 
 

 
 

図 2．測定冶具 
 
 
 
 
 
 
           
 

・1.8Vで発振

・1.8Vで発振しない

・1V程度の振幅がある

・振幅が弱い

・電圧を上げると発振する

・発振しない
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図 3. 波形の分類 
 

４． まとめ 
①本研究によって，入出力パスの違い

による遅延時間に違いが生じることが分

った。また，シミュレーション結果と測

定結果では遅延時間に差が生じることが

分った。 
②トランジスタ数 1000 程度の比較的

小規模なレイアウト設計でも，手配線に

よる設計ミスが目立った。 


